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図 面 名

本工事施工箇所

京都市右京区花園宮ノ上町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

図 示

橋りょう補修工事(宮ノ上橋)
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平面図

平面図（S=1:100）

西ノ川→

花園宮ノ上町

ｺﾝｸﾘｰﾄ(地覆部)　V=0.01m3　

ｺﾝｸﾘｰﾄ(地覆部)　V=0.01m3

構造物取壊し工　一式

花園大薮町

花園土堂町



350 1295 2000 2000 1295 350

175 11@150=1650 175

S=1/50立面図

B-B

350 35093 93

2.平面図の図中 ○ 印はポスト取付位置を示し、＋ 印はトップレール継手部を示す。
1.記入寸法はポストセンター押さえとし、実長で示す。注記
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京都市右京区花園宮ノ上町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

図 示

橋りょう補修工事(宮ノ上橋)
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構造図(1)
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転落防止柵支柱(レベル用)

転落防止柵支柱(レベル用)

転落防止柵(レベル用)

7290
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ポストセンター

「アルミニウム合金製橋梁用防護柵設計要領」（平成30年6月）、
「アルミニウム合金製橋梁用防護柵製作・施工要領」（平成27年3月）による。

1. 本防止柵の設計・製作仕様は（社）日本アルミニウム協会　土木製品開発委員会作成
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2. 本防止柵の表面処理はアルマイト処理とし、色調種類は（ダークブラウン色A2種）とする。
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京都市右京区花園宮ノ上町他地内

工 事 名
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京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所

図 示

橋りょう補修工事(宮ノ上橋)
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構造図(2)

構造図(2)

A

A

断面A-A

＜防護柵の仕様について＞

　P種アルミ製転落防止柵は「転落防止柵(TB-7002-11K)」(日軽ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ株式会社)
と同等品以上とする。

3. 定着部(アンカーボルト、ナット、ワッシャー、スプリングワッシャ)については、
　 溶融亜鉛メッキ仕上げとする。
4. 強度区分の表記なきボルト類はA2-50以上とする。ただし、ビス類はA2とする。
5. 既設高欄を取り外した後、地覆上面 (８箇所、1箇所当たりの寸法200㎜×185㎜)の
 　はつり作業（平均50㎜厚）を行い、当該箇所のコンクリート復旧を行う。
 　コンクリート復旧は、小型構造物（型枠なし）としてコンクリートの間詰め・均しを行う。
 　メカニカルアンカー打設は、コンクリートの養生後に行う。
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京都市右京区花園宮ノ上町他地内

工 事 名

工事場所

京都市建設局土木管理部西部土木みどり事務所
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橋りょう補修工事(宮ノ上橋)
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撤去工図面(参考図)

撤去工図面(参考図)
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7100

・ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し(鉄筋)

・ｺﾝｸﾘｰﾄはつり(平均厚　t=5cm)

・ｺﾝｸﾘｰﾄ(地覆部)　24-12-25(20)(高炉)
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ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し(鉄筋)　V=0.08m3

ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し(鉄筋)　V=0.08m3
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ｺﾝｸﾘｰﾄ構造物取壊し平面図（s=1:100）
断面A-A（s=1:50）

断面B-B（s=1:25）
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 ※既設高欄を取り外した後、地覆上面 (８箇所、1箇所当たりの寸法200㎜×185㎜)の
 　はつり作業（平均50㎜厚）を行い、当該箇所のコンクリート復旧を行う。
 　コンクリート復旧は、小型構造物（型枠なし）としてコンクリートの間詰め・均しを行う。
 　メカニカルアンカー打設は、コンクリートの養生後に行う。
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